
 

 

 
 

 いよいよ土曜日は、「ありまっこステージ Part2」です。きりん組が取り組む劇「おうさまと４にんのきょうだい」

は、中国イ族に伝わる昔話「王さまと九人のきょうだい」を基にした物語です。ストーリーの面白さを感じながらい

ろいろな役になりきって動く中で、学級として一つの劇を作り上げようと力を合わせて取り組んできました。 

これまでの取組の様子と配役をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月１５日 

中央区立有馬幼稚園 

き り ん 組 担 任   
 

きりん組だより 
 ★劇遊び 特別号★ 

「おうさまと４にんのきょうだい」ができるまで 

  

◆あらすじ◆ 
 

 

 王さまの宮殿と村の背景は、有志の

子どもたちが図案をもとにクレヨンで

下書きを描いてくれました。その後、

学級のみんなで宮殿チーム、村チーム

に分かれ、絵の具で色を塗りました。 

村の家、煙突付きにしよう！ 

きれいに塗ろう！こっちも手伝って！ 

 

むかしむかし中国のある王宮に、いばりんぼうの王さまが住んでいました。ある日、王

宮で 1 番立派で丈夫な竜の柱が倒れてしまいました。王宮中の誰も直すことができない

柱を直すため、王さまの命令で、家来達は国中の力持ちを探しに出掛けました。 

村の奥深くには、顔も体つきもそっくりな４人のきょうだいが住んでいました。きょう

だいの名は「ちからもち」「くいしんぼう」「さむがりや」「みずくぐり」。それぞれ不思議

な能力の持ち主でした。王さまの命令を受け、きょうだいを代表して「ちからもち」が夜

中にこっそり王宮に忍び込み、一瞬にして柱を直してしまいました。朝起きた王さまはび

っくり！どうやら力持ちの男が柱を直したらしいと聞いて半信半疑の王さまは、王の座を

奪われるかもしれないと恐れ、きょうだいたちへ次々に無理難題を突きつけるのですが… 

きょうだい達の運命やいかに！？ 

大道
具作り

 これまできりん組では、表現遊びやジェスチャーゲームを通して、生き物や日常生活の動き、感情などを体の動

きや表情で伝えることを楽しんできました。3 学期に入ってから絵本『王さまと九人のきょうだい』のストーリー

に沿って動く「お話ごっこ」を行いました。いばりんぼうな王さまと、よく働く 

家来、きょうだい一人一人がもつ不思議な能力とその使い方に魅力を感じた子ど 

もたち。今回も劇のスタートはあくまで「お話ごっこ」なので決められた台本は 

なく、みんなで見た絵本の物語を共通のイメージとして進めていきました。ある 

日のお話ごっこでは、きょうだいそれぞれの能力を生かし、力を合わせて王さま 

と戦う場面で自然と子どもたちから「“ちからもち”の能力ってすごい！」「やっ 

ぱり“ちからもち”に頼んでよかったね！」と、互いの力を尊重し、認め合うよ 

うな台詞が出てきました。日頃から学級の友達のよさをよく理解し、それを素直 

 

お話ごっこをしよう 
 

劇の道具・衣装作り 
 

に認め合うことができるきりん組の子どもたちならではの表現だと心を打たれた瞬

間でした。とても素敵な台詞だったのでそれをそのまま劇に採用！という具合に、子

どもたちの自然な表現を生かし、時にはみんなで相談しながらストーリーを考え、き

りん組バージョンの劇としてお話を考えてきました。 

 役が決まってからは、役の仲間と相談しながら台詞の割り振りや細かな動き・表現

方法を考えて取り組んできました。 

学級のみんなが大好き！仲良し！楽しい！が溢れる、心温まる劇になっています♡ 

いばりんぼうな王さまの表情と 
態度を熱演中…… 

好きな遊びではペープサー
トでのお話ごっこも開催！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 配 役 ◆ 

 

 遊戯室や体育館などの広い場で取り組むときには、率先して大道具を運んだり、友達と協力し合って物を配

置して準備したりと、準備や片付けも含めて学級のみんなで力を合わせて取り組む姿が見られました。 

演技中は役としての出番だけでなく、舞台袖にいる間も元気よく挿入歌を歌って劇を盛り上げ、係の幼児が

大道具を動かしたり、効果音を演奏したりするなど、一人ひとりが役割をもち、互いに認め合ったり、助け合

ったりしながら取り組んでいます。きりん組みんなで気持ちを一つにして劇を進める楽しさを感じながら、当

日、お客さんに見てもらうことを楽しみにしています。 

 お家の方に見てもらう嬉しさから、緊張したり、興奮したりすることもあるかもしれませんが、自分らしく

自信をもって演じる姿や、学級みんなで楽しむ姿を温かく見守っていただければ幸いです。 

 

 不織布の衣装にキラキラテープを貼って装飾しまし

た。きょうだい役は「顔も体つきもそっくり」という

設定を表現するため、絵本を見ながらデザインを役の

仲間で相談し、同じような模様になるように工夫して

装飾しました！できあがって身に着けるとなりきり度

合いもアップ！すっかりお気に入りの一着に★ 

 

 たき火を燃やすための薪やお釜で炊いたご

飯は、これまでの経験を生かしながら身近な

素材を使って作りました。薪の模様やご飯の

ふっくらした感触まで細部にわたって表現さ

れています！出てくるのは一瞬ですが、ぜひ

ご注目ください！ 

衣装作り

※順不同・敬称略 

 背景以外の大道具も全て子どもたちの手作

りです！物語の要となる“竜の柱”や大きな

お釜、たき火など……好きな遊びの中で少し

ずつ作り進めてきました。劇の最後に出てく

る大川は、夏にみんなで作った海が生まれ変

わりました！ 

小道
具作り

＜ちからもち＞ ＜くいしんぼう＞ 

＜さむがりや＞ ＜みずくぐり＞ 

＜４人のきょうだい＞ 
 

「辰年」と同じ「竜」だね！ 

体はやっぱり緑色がいいよね？ 

王
さ
ま
こ
だ
わ
り
の
椅
子
は 

な
ん
と
金
色
の
竜
模
様…

…

！ 

「大飯」だからたくさん

作らなくちゃ！ 

まだまだ足りない！ 

もっと作ろう！ 

きょうだいの衣装相談中…… 

「ここはこの色でいい？」 

これできょうだい 

お揃いに見えるかな？ 

まだまだ見所たくさん！ 

＜王さま＞ 
 

＜家来＞ 
 


